
　

【表紙】 　

【提出書類】 有価証券報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の２第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成21年12月２日

【事業年度】 第145期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）

【会社名】 オークマ株式会社

【英訳名】 OKUMA Corporation

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　花　木　義　麿

【本店の所在の場所】 愛知県丹羽郡大口町下小口５丁目25番地の１

【電話番号】 0587-95-7822

【事務連絡者氏名】 執行役員経理・企画部長　　堀　江　　　親

【最寄りの連絡場所】 神奈川県厚木市岡田3144番地

【電話番号】 046-229-1025(代表)

【事務連絡者氏名】 東京支店長　　斉　川　幸　雄

【縦覧に供する場所】 オークマ株式会社　東京支店

　 　(神奈川県厚木市岡田3144番地)

　 オークマ株式会社　大阪支店

　 　(大阪府吹田市南吹田５丁目13番25号)

　 株式会社　東京証券取引所

　 　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　 株式会社　名古屋証券取引所

　 　(名古屋市中区栄３丁目８番20号)

　

EDINET提出書類

オークマ株式会社(E01481)

訂正有価証券報告書

1/2



１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年６月26日に提出した第145期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報告書の

記載事項の一部に修正すべき事項がありましたので、これを修正するため、有価証券報告書の訂正報告書を

提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　４　事業等のリスク

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

４ 【事業等のリスク】

(1)　工作機械の主要消費地域の経済状況について

　（省略）

　

(2)　カントリーリスクについて

　当グループは、米国及び中国の子会社にて工作機械を製造しており、また、米州、欧州及びアジア・パシ

フィック地域の子会社を通じて製品の販売及びアフターサービスの提供をしておりますが、これらの国又

は地域において、政情の悪化、予期せぬ法律・規制の変更等があった場合は、当グループの業績への影響が

懸念されます。

　

(3)　為替、金利及び株価の変動リスクについて

　当グループはグローバルに販売及び生産活動を展開しているため、外貨建て商取引及び投資活動等は為

替変動の影響を受けます。また、有利子負債の削減を軸に財務体質の強化に努めておりますが、金利上昇は

支払利息の増加を招き、当グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。当グループは、為替変動及

び金利の変動リスクを回避すべく、輸出地域の分散、社内管理規定に従ったヘッジ取引等を実施しており

ますが、その影響を完全に回避できるとは限りません。また、当社は、取引先企業や金融機関等の株式を保

有しており、株価が大幅に下落した場合は投資有価証券評価損が発生し、当グループの業績に影響が及ぶ

可能性があります。なお、当連結会計年度においては、米国でのリーマン・ショックを契機とした株価の大

幅な下落により、3,924百万円の投資有価証券評価損を計上しております。

　

(4)　財務制限条項について

　当社が複数の金融機関との間で締結している借入れに係る契約には、財務制限条項が定められており、条

項に抵触した場合は、借入金利の上昇等により、当グループの業績に影響が及ぶ可能性があります。

　

(5)　固定資産の減損について

　当グループは、固定資産の減損に係る会計基準を適用しており、事業環境の大幅な変動が生じた場合や土

地等の固定資産価格が下落した場合には減損損失が発生し、当グループの業績に影響が及ぶ可能性があり

ます。なお、当連結会計年度においては、159百万円の減損損失を計上しております。

　

(6)　原材料費の大幅な変動について

　（省略）

　

(7)　自然災害及びテロ等のリスクについて

　（省略）
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